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様式第７号 

意見公募手続実施結果 

 

１　題 名 水戸市地域公共交通計画（素案） 

２　案の公表日 令和６年７月１日（意見提出期限：令和６年７月 31 日） 

 

（政策等を定める場合） 

３　市民等からの意見数 

 

４　提出意見及び提出意見を考慮した結果 

 計　　　　　　２人 11 件

 
（1） 郵　　送 人 件

 
（2） Ｆ Ａ Ｘ 人 件

 
（3） メ ー ル ２人 11 件

 
（4） 直接提出 人 件

 意見等の概要 市の考え方（対応）

 エリア２（居住誘導区域）とエリア

３（それ以外）の間にエリア 2.5（準居

住誘導区域）を設ける。

本計画の策定に当たっては，国の動向

や市民の意向，ＳＤＧｓの理念等を踏ま

えるとともに，水戸市第７次総合計画－

みと魁・Next プラン－や水戸市立地適正

化計画など，関連計画との整合を図るも

のとしております。 

いただいた御意見につきましては，居

住誘導区域等が水戸市立地適正化計画に

おいて設定されておりますことから，次

期計画策定の際，関連計画と合わせて検

討させていただきます。

 市街化区域かつ居住誘導区域外の地

区でも，バス路線がある程度残る地区を

エリア 2.5（準居住誘導区域）とする。

　同上

 茨大前から台渡里までの国道 123 号線

を走るバス路線沿線をエリア 2.5 とし，

バス停から半径 300m の徒歩圏を指定す

る。 

この区間は，平日昼間でも毎時２～３

本バス路線が残っており，他のエリア３

の地域よりも比較的利便性が高い。 

また，医療機関や店舗，金融機関も立

　同上



２ 

 地する地域である。 

車を持たない茨大生や高齢者が多く住

んでいるのも，この地域の特徴である。

 現在の水準の本数と水戸駅までの直通

路線を維持確保し，居住誘導区域ほどで

なくとも，市街化調整区域のエリア指定

区域よりも強い優遇策を設けて居住誘導

を促す。

　本計画におきましては，ニーズに応じ

て，地域公共交通ネットワークをⅠ～Ⅲ

のエリアに区分けし，各エリアの特性に

応じた考え方を定めております。 

　その中で，エリアⅠ・Ⅱ以外の区域に

つきましては，エリアⅢとして路線バス

の維持・確保に取り組むとともに，各地

域のニーズに応じた効率的な輸送手段を

取り入れることで，通院・通学，買い物

等の日常生活に必要な移動手段を確保で

きるよう，交通結節点へ便利にアクセス

できる補完的な公共交通の維持を図るこ

ととしております。

 町名が渡里町・堀町であるために，十

把一絡げに交通利便性をエリア３の低い

水準に下げられ，人口流出や地域の経済

活動の低下を招くとなれば，市の損失に

なり得る。むしろ，残っているバス路線

を資源ととらえて，他地域からの流入や

定住を促し，水戸市街の北の玄関口であ

る渡里地区を活性化してほしい。

　同上

 偕楽園駅の常設化は計画に入れないの

か？

　偕楽園駅の常設化につきましては，水

戸市第７次総合計画－みと魁・Next プラ

ン－において，都市核，地域拠点が連携

する利便性の高い都市環境の構築に向け

た鉄道駅周辺の機能充実の施策の一つと

して位置づけております。 

　本計画におきましては，当該事業の進

捗状況に応じて，施策の位置づけを検討

してまいりたいと考えております。

 ＬＲＴの検討は既に終わり，今後検討

しないという理解でよろしいか？宇都宮

に行って乗ったが，快適かつ便利だった。

沿線には新しい建物が増えて勢いがあ

る。

　本市におきましては，バス交通を交通

施策の基本としておりますことから，Ｌ

ＲＴなどの導入につきましては，現段階

では検討しておりません。



３ 

 施策番号 12 郊外部における移動手段

の確保について，世界標準のライドシェ

アを導入すれば解決できる問題だと考え

ますが，世界標準のライドシェアについ

てどの様に考えているのか教えてくださ

い。

　日本におけるライドシェアの実施につ

きましては，地域交通の担い手や移動の

足不足といった深刻な社会問題に対応す

るため，国において法改正を含め，制度

の検討が進められているところでありま

す。 

現在，道路運送法に基づく日本版ライ

ドシェアが開始されておりますが，諸外

国発祥のライドシェアにつきましても国

において検討が進められているところで

あるため，本市といたしましては，国の

動向に注視してまいりたいと考えており

ます。

 １から 17 すべての施策について質問

です。施策を実施したときの納税者の経

済的利益と損失の金額について教えてく

ださい。

　本計画は「全ての人が安心して移動で

きる交通体系の実現」を目指す将来像と

し，既存の交通資源を効果的に活用しな

がら，市民が将来にわたって安心して暮

らすことのできる基盤づくりを進めるこ

ととしており，本市を含め，公共交通事

業者等を実施主体として本計画に位置づ

けた事業を進めてまいります。 

　納税者の経済的利益と損失につきまし

ては，実施主体や施策の対象が多岐にわ

たるとともに，御家庭の状況等も異なる

ことから，金額を一概にお示しすること

は困難であります。

 　ＰＤＣＡの評価について質問です。税

金を使っているので納税者にわかりやす

い事務事業評価を公表してほしいです。

ホームページ上で公表していただけます

か。

　本計画を進めるに当たっては，ＰＤＣ

Ａのサイクルによる継続的な取組を行

い，必要に応じて改善を図っていくもの

としております。 

　御提案の件につきましては，今後，事

業運営の中で検討してまいります。

 目標の数字は合理的根拠に基づく政策

立案だと思います。目標数値の根拠につ

いて詳しく教えてください。

目標水準の設定根拠につきましては，

以下のとおりです。 

 

目標１ 

　コロナ禍で減ってしまった利用者を，

コロナ禍前のピークの水準である，2019

（令和元）年度の水準に戻すことを目標

としました。 

 

目標２ 

　サイトアクセス数の実績とバス利用者

数の増加の見込みを参考に，到達すべき



４ 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　市長公室交通政策課交通政策係 

担当　大森，川津 

電話　029-291-3804　内線1062

 数値を設定しました。 

 

目標３ 

　過去の取組者数の推移（増加率）から

推計しました。 

 

目標４ 

　令和５年度末の系統数を維持するもの

として設定しました。 

 

目標５ 

　他市等におけるデマンド交通の収支率

を参考に，到達すべき数値を設定しまし

た。 

　なお，市民の方々にとってより分かり

やすい評価指標とするため，評価指標を

水都タクシーの年間利用回数に変更いた

しました。こちらは，他市等におけるデ

マンド交通の収支率を参考に，本市が目

標とする収支率を設定し，その収支率を

達成するために必要な利用回数を推計し

ました。 

 

目標６ 

　水戸市地球温暖化対策実行計画（第２

次）に定めた温室効果ガス排出量削減目

標に従って，温室効果ガス排出量を推計

しました。 

 

目標７ 

　国の移動等円滑化の促進に関する基本

方針で設定されている，ノンステップバ

スの目標導入率に合わせた数値を設定し

ました。
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